












　現代社会では、スマートフォンの普及を背景に、多様な

情報へのアクセスが容易になり、人々の興味や関心が細分

化されている。 その結果、興味や関心が多様化し、細分化

されたコミュニティが形成されるようになっている。
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　多文化共生が求められる中で、異なる文化を尊重し合

いながら共通の価値観を見つけることは容易ではない。結

果として、文化間の対立や誤解が生じ、文化的な分離が

進行する。また、人々は自分にとって興味深い情報に対し、

より短く、わかりやすい形でアクセスすることを求めるため、

自己のコミュニティに留まることを望み、他の文化との接点

が薄れる傾向がある。

　この意味や目的の有無を前提とせず、特定のシンボルに

集合意識が働き、ジャンルが形成される現象を「記号化に

よる一般化」として捉え、地域性や特性を省略し、誰もが認

識できるシンボルを用いて地域を表現する手法があること

を発見した。

　理解が難しい情報を排除し、コンビニエンスストアや信

号機、横断歩道や身近な人物など、日常生活に溢れるもの

に注目する。スカイツリーはその典型例であり、「スカイツリー

が見える街」という記号化は、山谷を広く認識させる魅力

的な方法として機能した。

　しかし、この一般化は一方で、山谷が持つ多層的な特性

や歴史を捨象してしまうリスクも孕んでいる。 

　一般化とは、特定の事例や現象から広く適用可能な法

則や原則を導き出す行為である。一方で、一般化は単純

化を伴うため、例外や文脈、文化的背景を無視する可能

性がある。その結果、均一化された視点が偏見や誤解を

助長する恐れがある。これに対して、概念化は多様な背景

や特性を捉えつつ、普遍的な特徴を抽出するプロセスであ

り、深い洞察を可能にする。

　山谷のアピールポイントを「スカイツリーが見える街」とす

ることは、一般化のメリットを活用した一例と言えるが、それ

が山谷の目指すべき姿とは限らない。山谷の真の課題は、

多層的な生活背景の中で分断されていく格差や高齢化、

生活支援や環境の低下など、多様な人々が共生する困難

さをどう解消し、地域全体を活性化させるかにある。

　こうした背景を踏まえ、今後の共同制作型映像・写真作

品による可視化では、「一般化」の限界を認識しつつ、具

体的な事象や経験から共通の特徴を抽出し、一つの概念

としてまとめ上げる「概念化」や「抽象化」を重視し、現実

問題について問題提起する必要がある。

　この「概念化」や「抽象化」において、特定の文化や背

景を排除せず、あらゆる参加者が関与できるフレームワーク

を構築することが重要である。特に、地域住民、観光客、簡

易宿泊所滞在者といった多様な視点を一つの作品に統合

するプロセスは、多文化共生モデルの具体的な事例となり

得る。 これにより、単純化された記号に頼らず、より深い理

解と目的を促すアプローチが可能になるだろう。

　現在の作品形式は、多くの人が短い時間で簡単に鑑賞

でき、精度や技術を必要とせずに一定の完成形に到達す

る点で優れている。しかし、今後は次の選択肢が検討され

るべきである。

1） 刷新
　現行形式を刷新し、「概念化」や「抽象化」を視覚化でき

る新しい表現形式を構築する。参加難易度は上がるもの

の、より水準の高い芸術を提供することができるようになる。

2）維持
　現行形式を維持しつつ、これらのプロセスを鑑賞者に認

識させる方法を模索する。具体的にはコンセプトやテーマと

いったアートの概念を言語や標識で明確に示し、参加者が

思考して取り組む機会を増やす。参加難易度は上がるもの

の、芸術理解を深める機会にはなる。

3）簡易化
　現行形式をより簡易にし、芸術理解よりも社会参加の機

会を促すものにする。具体的にはシャッターボタンを押すだ

け、写真を貼るだけなど、思考することを必要とさせず、参

加者の行為が無条件で作品として成立する仕組みを作り

出す。

　形式、鑑賞者、参加者などを再考し、「多文化共生社会

モデルを共同制作型映像・写真作品制作を通じて可視化

し、交流による相互理解とウェルビーイングの向上を促進す

る」というテーマをより明確かつ実現可能なものにすること

が今後の鍵となるだろう。
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図1）： 著者作
写真1）： https://sairai-artfest.com/　
2024年12月14日　閲覧
写真2-4）： https://sairai-artfest.com/exhibition_2023/%e3%

82%82%e3%81%a3%e3%81%a8%e5%b1%b1%e8%b0
%b7%e3%82%92%e5%a5%bd%e3%81%8d%e3%81%a
b%e3%81%aa%e3%82%8b%e3%81%9f%e3%82%81%e
3%81%ab%e4%b8%80%e7%b7%92%e3%81%ab%e8%a
1 % 9 7 % e 3 % 8 1 % a e % e 5 % 8 6 % 9 9 % e 7 % 9 c % 9 f
%e3%82%92/

2024年12月14日　閲覧
写真5-6）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真7-8）：　著者作
写真9-12）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真13）：　周玉成・3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真14-15）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真16）：　高橋マナミ・3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真17-21）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真22）：　周玉成・3Ducks DADA（さんや駄々）提供
写真23）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供
図2-16）：　著者作 https://forms.gle/1xDoVpRXuJZcRHrt8
2024年12月14日　閲覧
写真24-34）：　3Ducks DADA（さんや駄々）提供

（2024年9月4日 原稿受理、2024年12月23日 採用決定）
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